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（注）『住みよい』は「住みよい」と「どちらかといえば住みよい」の合計 

『住みにくい』は「どちらかといえば住みにくい」と「住みにくい」の合計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

居住環境が
よくないから

5.0%

公共施設が
充実して
いないから

12.5%

娯楽・文化施設が
充実していないから

2.5%

地域での
人間関係が
よくないから

5.0%

通勤・通学に
不便だから

26.3%

転入して
間もないのでよく
わからないから

1.3%

その他
12.5%

自然環境が
よくないから

2.5%

買い物など
毎日の生活に
不便だから

32.5%

住みなれて
いるから

43.1%

通勤・通学に
便利だから

7.6%

自然環境が
よいから

9.7%

居住環境がよいから
9.1%

買い物など毎日の
生活に便利だから

23.9%

その他
1.7%

娯楽・文化施設が
充実しているから

0.3%

公共施設が
充実しているから

0.6%

地域での人間関係
がよいから

3.4%

無回答
0.6%

住みよい
32.4%

どちらか
といえば
住みよい

47.8%

どちらか
といえば
住みにくい

6.0%
どちらとも
いえない

11.9%

無回答
0.7%

住みにくい
1.3%

 

ｎ=1,105 

 

 

ｎ=80 単数回答 ｎ=886 単数回答 

この小冊子は、令和３年度に実施しました『第13回入間市市民意識調査』の結果の概要です。ご協力いた

だきました市民の皆様に心からお礼を申し上げます。 

調査の詳細につきましては、市庁舎３階市政情報コーナー、市内の各図書館、各支所に備え付けの調査報

告書をご覧ください。また、市公式ホームページにおいてもＰＤＦ版データの調査報告書を掲載していま

すのでご覧ください。 

令和４年１月                       入間市企画部企画課政策推進室 

■調査概要 

（1）調査地域 入間市全域 

（2）調査対象 入間市在住の満18歳以上の男女個人 

（3）標 本 数 2,000人 

（4）抽出方法 住民基本台帳による等間隔無作為抽出法 

（5）調査方法 郵送配布、郵送回収及びインターネット回答 

（6）調査期間 令和３年９月１日～９月17日 

（7）回 収 数 1,106件（有効回答数1,105件） 

（8）回 収 率 55.3％ 

■この冊子の見方 

（1）図表中のｎは有効回答者総数を表しています。 

（2）割合比はｎを100.0％として算出し、小数第２位を四捨五 

入したため、合計が100.0％にならない場合があります。 

（3）複数回答の場合は、比率の合計が100.0％を超える場合が 

あります。 

■調査項目 

① くらしやイメージ、地域活動などについて 

② 生活環境について 

③ 防災について 

④ ボランティア活動について 

⑤ 情報化について 

⑥ 市政への関心度や市政情報について 

⑦ 施設利用について 

⑧ 健康・スポーツ、芸術文化活動について 

⑨ 市で行っている行政改革の取組について 

⑩ 人権や持続可能な開発目標について 

⑪ フェースシート 

⑫ 自由意見 

■問い合わせ先 

入間市企画部企画課政策推進室 

【ダイジェスト版】 

■住みよさ 

「買い物など毎日の生活に不便だから」が32.5％ 

単数回答 
「住みなれているから」が43.1％ 

■住みよい理由 ■住みにくい理由 

『住みよい』は80.2％、『住みにくい』は7.3％ 

くらしやイメージ、地域活動などについて 
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市外へ
移るつもり

2.3%

無回答
2.4%

できれば
市外へ移りたい

5.8%

わからない
9.2%

当分
住んでいたい

32.0%

これからも
住み続けたい

48.3%

  

加入して
いない
13.9%

加入している
76.5%

無回答
0.5%

わからない
4.3%

加入して
いないが、今後
加入する予定

0.2%
加入していた
が退会した

4.5%

 

 

 

高齢者や障害者が安心して
生活できるまち

健康増進のための環境や
医療体制が整ったまち

安心して子育てができるまち

鉄道やバスなどの公共交通網が
整備された利便性の高いまち

防災・防犯体制の充実した
安全で安心して暮らせるまち

45.7%

32.4%

32.1%

29.0%

27.9%

0 10 20 30 40 50（％）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）『感じる』は「非常に感じる」と「ある程度感じる」の合計 
『感じない』は「あまり感じない」と「まったく感じない」の 
合計  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）『定住意向』は「これからも住み続けたい」と「当分住んで 
いたい」の合計 
『転出意向』は「できれば市外へ移りたい」と「市外へ 
移るつもり」の合計 

 

 

 

茶畑と狭山茶

入間万燈まつり

大型商業施設
（アウトレット、イオンなど）

米軍ハウスのある街並み

彩の森入間公園

62.2%

37.1%

21.7%

19.4%

13.1%

0 20 40 60 80（％）

 

 

 

茶畑と狭山茶

入間万燈まつり

彩の森入間公園

大型商業施設
（アウトレット、イオンなど）

首都圏中央連絡自動車道
（圏央道）

76.6%

59.2%

44.2%

42.9%

30.5%

0 20 40 60 80（％）

ｎ=1,105 単数回答 ｎ=1,105 複数回答 
ｎ=1,105 単数回答 ｎ=1,105 単数回答 『感じる』が40.3％、『感じない』が19.0％ 

■入間市に対する誇りや愛着 

『定住意向』が80.3％、『転出意向』が8.1％ 

■入間市の魅力（上位５項目） 

「茶畑と狭山茶」、「入間万燈まつり」、「彩の森入間公園」
が上位 

■定住意向 

■市が優先してＰＲに取り組むべきもの（上位５項目） 

「茶畑と狭山茶」、「入間万燈まつり」、「大型商業施設
（アウトレット、イオンなど）」が上位 

ｎ=1,105 複数回答 ｎ=1,105 複数回答 
■将来の入間市のまちづくり（上位５項目） 

「高齢者や障害者が安心して生活できるまち」、「健康
増進のための環境や医療体制が整ったまち」、「安心し
て子育てができるまち」が上位 

■区・自治会への加入 

「加入している」が76.5％ 

ある程度
感じる
32.5%

非常に感じる
7.8%

まったく感じない
3.7%

無回答
0.7%

あまり
感じない

15.3%

ふつう
40.0%
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医療機関・医療体制 買い物・金融機関など日常生活の便利さ

地震や風水害などの防災対策や体制 小・中学校の施設や教育内容

防犯灯などの防犯施設や体制
保育所など子ども・子育て支援のための
施設や体制

道路・道路網・橋の整備 河川の整備

消防・救急施設や体制 公共下水道の整備

休日・夜間診療体制 若者や子育て世代のための定住支援

信号機・ガードレールなどの交通安全施設 ごみ収集・処理

高齢者福祉のための施設や体制 鉄道利用の便と路線網

バス利用の便と路線網 市役所の利用のしやすさ

上水道による水の安定供給 自然環境保全の推進

50.7%

37.1%

31.8%

26.9%

26.7%

25.8%

25.4%

23.7%

20.3%

17.9%

0 10 20 30 40 50 60（％）

17.5%

17.4%

17.0%

16.8%

16.5%

15.6%

14.5%

13.6%

13.2%

13.1%

0 10 20 30 40 50 60（％）

 

ｎ=1,105 各項目単数回答 
生 活 環 境 に つ い て 

「上水道」、「下水道整備」、「ごみ収集・処理」等、生活の基本となる項目は重要度、満足度ともに高い 

■生活環境の満足度と重要度の相関 

「医療機関・医療体制」、「地震や風水害などの防災対策や体制」、「防犯灯などの防犯施設や体制」が上位 

■優先的に取り組むべき施策（上位20項目） 

ｎ=1,105 複数回答 
上水道

下水道整備道路・道路網・橋整備

鉄道利用の便と路線網

バス利用の便と路線網

駐車場・自転車置き場

市街地整備

交通安全施設

公園・緑地整備

河川整備

防災対策や体制 ごみ収集・処理

公害防止体制

防犯施設や体制

消防・救急施設や体制

医療機関・医療体制

休日・夜間診療体制

保健予防体制

障害者(児)施設

高齢者福祉

ひとり親福祉

子ども・子育て支援

幼稚園整備・充足

小・中学校施設や教育内容

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ活動

博物館施設やサービス

図書館施設やサービス

公民館施設や活動内容

文化施設や文化活動内容

自然環境保全の推進

文化財保護

コミュニティ活動への支援

地域の連帯感

市民協働のまちづくり

就労のための機関や体制

若者・子育て世代の定住支援

日常生活の便利さ

国際交流・多文化共生推進

市役所の利用しやすさ

市職員の対応

-0.2

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

-1.0 -0.8 -0.6 -0.4 -0.2 0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6

満足度が低く、
重要度が高い領域

満足度、重要度が
ともに高い領域

満足度、重要度が
ともに低い領域

満足度が高く、
重要度が低い領域

重要度平均
0.943

低

高

満足度平均
0.268

高低

観光資源の活用と観光基盤の整備

社会教育活動・文化サークル活動
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水や食料（２～３日間程度）の備えをしている

携帯用ラジオなど、情報収集の手段を用意している

食料品以外にも、非常時の持ち出し品の備えをしている

家族の集合場所や連絡方法などを話し合っている

倒れやすい家具等の転倒防止やガラス等の飛散防止対策をしている

消火器・救急セットなどの備えをしている

防災訓練などに参加するようにしている

特に、火気器具周辺の整理整頓をしている

住まいの耐震診断を行い、改修工事や補強を行った（行う予定）

隣近所の人と初期消火や避難について協力できる体制ができている

その他

無回答

78.9%

48.7%

47.0%

41.5%

39.4%

33.2%

25.7%

23.6%

8.1%

3.0%

0.9%

0.3%

0 20 40 60 80（％）

 

 

ある
61.3%

ない
37.2%

無回答
1.5%

 

 

満足（計） 不満（計）

とても満足 やや満足
どちらとも
いえない

やや不満 非常に不満 無回答

情報掲載の速さ

情報の探しやすさ

掲載情報の
わかりやすさ

ページの見やすさ

必要な情報が
得られましたか

11.0%

6.6%

7.1%

7.1%

7.5%

48.9%

31.2%

33.2%

32.1%

37.2%

28.8%

45.6%

42.7%

40.9%

45.2%

8.8%

13.1%

12.7%

15.2%

7.7%

1.0%

1.7%

2.0%

2.6%

0.4%

1.6%

1.9%

2.3%

2.1%

2.0%

ｎ=1,105 単数回答 ｎ=702 各項目単数回答 
ｎ=677 複数回答 ｎ=1,105 単数回答 防 災 に つ い て 

情 報 化 に つ い て 

「水や食料（２～３日間程度）の備えをしている」が上位 

■防災への準備や対策 

必要な情報が得られたかについて『満足』が59.9％、『不満』が9.8％ 

■市公式ホームページの閲覧状況 

準備や対策が「ある」が61.3％ 

■防災に対する具体的な内容 

閲覧したことが「ある」が63.5％ 

■市公式ホームページの満足度 

ｎ=1,105 

「買い物にはマイバッグを持参し、余分な包装紙や袋をもらわない」、「ごみの分別を徹底している」が上位 

複数回答 ■環境にやさしい取り組み（上位10項目） 

買い物にはマイバッグを持参し、余分な包装紙や
袋をもらわない

ごみの分別を徹底している

使い捨て商品を購入しないようにしたり、シャンプー
や洗剤などは詰め替え製品を選んだり、環境に
やさしい製品の利用や購入をしたりしている

台所の排水口や三角コーナーに水切りごみ袋を
つけ、よく水を切ってからごみに出している

食べ物は残さず食べきるよう心がけている

89.9%

82.0%

79.5%

69.7%

67.2%

0 20 40 60 80 100（％）

省エネ型の家電製品の購入や照明
器具・電球類をＬＥＤ照明に交換
している

こまめな消灯や冷暖房の設定温度を
控えるなど、節電に努めている

車を運転するときは、エコドライブを
心がけ、急発進や急加速をしない

水やお湯をこまめに止める、雨水や
風呂の残り湯を利用するなどで
節水に努めている

外出するときは、できるだけバスや
電車などの公共交通機関や自転車
を利用している

60.5%

60.2%

52.4%

41.6%

21.0%

0 20 40 60 80 100（％）

ある
63.5%

無回答
1.7%

ない
34.8%
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（注）『得られている』は「十分に得られている」と「ほぼ得られて

いる」の合計 
『得られていない』は「あまり得られていない」と「得られて

いない」の合計 ■市政への関心度 ■市政に関する情報について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）『関心がある』は「関心がある」と「まあまあ関心がある」の

合計 
『関心がない』は「あまり関心がない」と「まったく関心がな

い」の合計 
 

ｎ=1,105 単数回答 ｎ=1,105 単数回答 
『関心がある』が58.6％、『関心がない』が39.9％ 『得られている』が35.9％、『得られていない』が61.3％ 

 

 

本人確認の際に写真付きの
身分証明書になるから

マイナポイントが取得
できるから

健康保険証として利用が
開始されるから

コンビニ交付サービスを
利用したいから

家族・友人などにすすめ
られたから

電子申請・届出サービスを
利用したいから

インターネットで確定申告
（ｅ－Ｔａｘ）ができるから

マイナポータルを利用したい
から

子育てワンストップサービス
を利用したいから

その他

無回答

36.8%

25.2%

14.5%

13.2%

11.5%

10.9%

3.4%

0.6%

8.4%

1.0%

55.2%

0 10 20 30 40 50 60（％）

■マイナンバーカードの保有状況 ■マイナンバーカードを取得したきっかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ=524 複数回答 ｎ=1,105 単数回答 
「持っている」が47.4％ 「本人確認の際に写真付きの身分証明書になるから」、

「マイナポイントが取得できるから」が上位 

市政への関心度や市政情報について 

持っている
47.4%

持っていない
51.9%

無回答
0.6%

まあまあ
関心がある

46.7%

あまり
関心がない

35.3%

関心がある
11.9%

無回答
1.4%まったく

関心がない
4.6%

あまり
得られていない

51.3%

ほぼ
得られている

34.1%

得られて
いない
10.0%

無回答
2.8%

十分に
得られている

1.8%
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彩の森入間公園

総合クリーンセンター・リサイクルプラザ

図書館（分館含む）

公民館

健康福祉センター

市民会館

博物館「アリット」

桜山展望台・唐沢樹林地(加治丘陵)

産業文化センター

中央公園

2.1%

1.5%

3.1%

1.5%

0.8%

2.7%

9.2%

6.9%

11.9%

16.9%

13.8%

18.2%

16.7%

18.5%

20.8%

23.7%

26.9%

26.0%

41.4%

39.4%

0 10 20 30 40 50 60

よく利用している

たまに利用している

（％）

 

 

ｎ=1,105 各項目単数回答 
ｎ=1,105 複数回答 

施 設 利 用 に つ い て 

■入間市の情報入手先 

■施設の利用状況（「よく利用している」と「たまに利用している」の合計上位10項目） 

彩の森入間公園を利用している市民は56.3％ 

「広報いるま」がほぼ８割、次いで「市公式ホームページ」、「いるま市議会だより」、「知人・友人や家族との話」が上位 

広報いるま

市公式ホームページ

いるま市議会だより

知人・友人や家族との話

自治会などの掲示板

入間ケーブルテレビ

新聞（日刊紙）

市公式ＳＮＳ（Ｔｗｉｔｔｅｒ、
Ｆａｃｅｂｏｏｋ、ＬＩＮＥ）

自治会などの会合

エフエム茶笛（チャッピー）

79.0%

31.0%

30.8%

18.2%

18.1%

12.4%

11.0%

9.0%

5.2%

5.2%

0 20 40 60 80（％）

タウン誌・ミニコミ誌

市公式モバイルサイト

茶の都メール
（メール配信サービス）

テレビ（ケーブルテレビを除く）

テレホンガイドいるま

広報いるまのデータ配信
サービス

市公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル

その他

特にない

無回答

4.3%

3.6%

3.6%

3.6%

1.0%

0.5%

0.5%

1.4%

7.9%

1.0%

0 20 40 60 80（％）
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情報通信技術（ＩＣＴ）を活用したサービス
提供の充実（利用者に合わせた情報
提供、電子申請、コンビニ交付など）

公共施設の見直し（施設の統廃合、
複合化、多機能化の推進など）

新たな財源の確保（ふるさと納税や有料
広告の充実、優良企業の誘致・定着、
その他財源の開発など）

事務を効率化・合理化する

職員の意識改革や人材育成の推進

事務事業の見直し（事務事業の選択と
重点化、事業の評価と改善、効果の
うすれた事業の廃止・縮小など）

組織機構の簡素化・効率化と職員数の
適正管理

民間活力の導入の強化（窓口業務の
民間委託、公共施設運営の民営化
＜指定管理者制度やＰＦＩの活用＞など）

市民参加と協働のまちづくりの推進

その他

わからない

無回答

36.7%

31.6%

29.5%

20.5%

19.1%

17.8%

17.8%

12.9%

11.0%

1.5%

16.7%

3.3%

0 10 20 30 40（％）

 

 

ｎ=1,105 単数回答 

■行政サービスの利用者負担について ■市が重点的に取り組むべき行財政改革 

「活動に見合った機能が整備されて使いやすくなる」が26.0％ 

■施設で提供するサービスや施設機能の見直しが進むことについて 

市で行っている行政改革の取組について 

 

ｎ=1,105 単数回答 ｎ=1,105 複数回答 
「市民の負担を増やさないように、ある程度行政サー
ビスを制限すべきである」が34.5％ 

「情報通信技術（ＩＣＴ）を活用したサービス提供の充実」、
「公共施設の見直し」、「新たな財源の確保」が上位 

その他
3.1%

無回答
3.6%

わからない
28.6%

市民の負担を増やさ
ないように、ある程度
行政サービスを制限
すべきである

34.5%

行政サービスを充実さ
せるためには、サービ
スを受ける市民

の負担がある程度増え
るのも仕方がない

30.2%

行政サービスを充実させるためには、
サービスを受ける市民の負担が
ある程度増えるのも仕方がない

30.2%

その他
10.9%

市民ニーズとずれ
があり、見直しの効果
が期待できない

10.7%

サービスや機能の
見直しに市民意見が
反映されておらず、
利便性の向上が
期待できない

8.8%

今まで提供された
サービスがなくなり、
不便になる

6.1%

活動に見合った機能が
整備されて
使いやすくなる

26.0%

地域の課題に対応
したサービスが提供
されるようになり
課題解決につながる

21.8%

自分が求めているサー
ビスが提供されるように
なり便利になる

7.7%
無回答

8.1%
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ｎ=160 複数回答 ｎ=1,105 単数回答 
ｎ=1,105 単数回答 

人権や持続可能な開発目標について 

「男女の差別」、「職業による差別」、「学歴による差別」
が上位 

■差別を受けたと感じた・差別しているのを見聞き
したことがあるか 

「統廃合することにより、施設が遠くなる」が22.4％ 

■差別の内容 

「ある」が14.5％、「ない」が83.2％ 

■施設の統廃合や複合化が進むことについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）『知っている』は「知っている」と「言葉だけ知っている」の合計 
 

ｎ=1,105 単数回答 『知っている』が63.7％、「まったく知らなかった」が33.0％ 

■持続可能な開発目標について 

統廃合することにより、
１つの施設が受け持つ
範囲が広がり、地域の
まとまりが薄れる

5.2%

その他
7.2%

複合化することにより、
１つの施設に利用者が
多く集まるようになり、
駐車場などが

混雑して使いにくくなる
10.8%

統廃合や複合化
により、地域の拠点
施設ができ、地域の
活性化につながる

11.6%

統廃合すること
により、施設環境が
整備される

13.7%

統廃合することに
より、施設のサービス
内容が充実する

12.5%

統廃合すること
により、施設が
遠くなる

22.4

無回答
6.2%

複合化すること
により、ワンストップ
サービスが整備され、

便利になる
10.4%

ある
14.5%

ない
83.2%

無回答
2.4%

男女の差別

職業による差別

学歴による差別

障害者差別

子ども（いじめ・体罰）

経済的理由による差別

職場での差別（育児・介護など）

民族・人種による差別

高齢者への差別

性自認・性的指向による差別

同和問題（部落差別）

その他

44.4%

30.0%

24.4%

23.8%

23.1%

18.1%

15.6%

15.6%

15.6%

6.9%

2.5%

8.1%

0 10 20 30 40 50（％）

言葉だけ
知っている

35.1%

まったく
知らなかった

33.0%

知っている
28.6%

無回答
3.3%


